
y∂７

月
氏
の
バ
ク
ト
リ
ア
遷
移
に
闘
す
る
地
理
的
年
代
的
考
澄
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　

田

　
　

吟

　
　

風

　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
月
氏
西
遷
の
経
路
（
上
）

　

月
氏
は
上
述
の
如
く
、
西
紀
前
一
三
三
よ
り
一
二
九
の
間
に
、
イ
リ
地
方
を
放
棄
、
西
方
オ
ク
ズ
河
北
に
移
住
し
て
大
月
氏
國
を

建
て
た
の
で
あ
る
が
、
其
時
月
氏
の
通
過
し
た
土
地
が
大
宛
國
で
あ
っ
た
事
は
、
史
記
大
宛
傅
・
漢
書
西
域
傅
・
菊
憶
漢
紀
等
の
明

記
す
る
處
で
あ
り
ヽ
而
し
て
其
大
宛
國
が
大
醗
今
日
の
Ｆ
ｅ
ｒ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
地
方
に
営
る
ど
と
は
ゝ
既
に
定
説
で

ｅ

　

然
乍
ら
同
國
の
詳
細
な
る
四
周
、
都
城
の
所
在
等
に
就
い
て
は
今
日
猶
問
題
を
残
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
之
は
大
月
氏
國

の
所
在
比
定
の
上
に
も
大
な
る
影
響
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

尤
も
此
の
問
題
を
決
定
す
可
き
史
・
漢
の
記
事
は
總
て
張
驀
が
中
亜
に
使
せ
る
以
後
即
ち
大
月
氏
が
既
に
中
亜
に
大
國
を
建
設
し

た
以
後
の
事
賓
を
記
し
た
も
の
に
外
た
ら
な
い
か
ら
、
月
氏
の
大
宛
通
過
其
時
に
於
け
る
大
宛
の
舷
勢
を
知
る
こ
と
は
理
論
上
不
可

能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
考
瞭
の
目
的
も
、
敲
密
に
申
せ
ば
大
月
氏
建
國
後
の
大
宛
國
の
都
城
・
四
澄
等
の
競
態
を
明
か
に
し
、

是
を
以
て
一
は
月
氏
通
過
時
の
大
宛
も
亦
略
此
の
如
き
で
あ
っ
た
ら
う
と
推
察
し
、
一
は
之
を
以
て
大
月
氏
國
其
物
の
位
置
決
定
の

一
材
料
と
焉
す
に
在
る
の
で
あ
る
。

　

團
、
。
大
宛
都
城
の
位
置

　

史
記
及
び
漢
１
　
に
見
ゆ
る
大
宛
の
都
を
以
て
、
今
の
Ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｎ

　

に
営
っ
可
き
か
、
或
は
Ｋ
ｈ
ｏ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
に

営
っ
べ
き
か
は
、
容
易
に
決
定
し
難
き
問
題
で
あ
る
（
Ｋ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
Ｕ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｕ
ｂ
或
は
Ａ
ｋ
ｈ
ｓ
i
-
Ｋ
ａ
ｔ
ｈ
　
に
求
め
ん
と
す
る
考
の
尖
富
な
ら
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砧

　

ざ
る
は
既
に
充
分
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
處
で
あ
る
か
ら
、
茲
に
は
鯛
れ
な
い
）
・
往
年
恩
師
桑
原
博
士
が
Ｊ
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
説
を
白
鳥
博

　
　

士
が
カ
サ
ン
説
を
各
々
強
調
や
ら
れ
、
数
次
の
論
争
あ
り
し
も
遂
に
何
れ
と
も
決
せ
な
か
っ
た
の
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。

　
　
　

常
時
、
其
論
鮎
は
極
め
て
多
岐
に
亘
り
た
る
も
、
然
れ
ど
も
此
宛
都
問
題
を
完
全
に
解
決
せ
ん
に
は
一
に
史
記
・
漢
書
に
記
さ
れ

　
　

た
る
宛
都
の
地
勢
に
何
れ
が
好
く
一
致
す
る
か
を
判
断
す
る
に
在
り
、
而
し
て
其
は
現
在
に
於
て
は
大
蔵

　
　
　

〔
第
一
〕

　

貴
山
の
昔
に
近
き
名
を
有
す
る
こ
と
。

　
　
　

〔
第
二
〕

　

休
循
よ
り
１
０
心
九
百
二
十
里
（
箭
幣
鸚
寸
描
毒
よ
り
作
か
千
三
十
里
の
地
鮎
だ
’
・
こ
七

　
　
　

〔
第
三
〕
烏
孫
よ
り
酉
南
約
二
千
里
の
地
鮎
た
る
こ
と
。

　
　
　

〔
第
四
〕

　

奄
蔡
の
東
南
二
千
里
た
る
康
居
よ
り
更
に
東
南
約
二
千
里

　
　
　

〔
第
五
〕

　

漢
の
貳
師
将
軍
の
宛
都
征
伐
に
於
け
る
戦
況
と
合
致
す
る
情
勢
の
都
市
た
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

②

の
五
個
の
條
件
に
何
れ
が
よ
り
宜
く
合
致
す
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
、

　

〔
第
一
〕

　

コ
ー
ジ
ェ
ン
ド
及
び
カ
サ
ン
と
の
雨
者
が
共
に
貴
山
（
城
）
の
古
昔
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
白
鳥
博
士
の
論

瞭
、
桑
原
博
士
の
考
瞭
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。
然
し
其
以
上
、
こ
の
中
の
何
ち
ら
が
貴
山
の
古
晋
に
よ
り
近
い
か
に
よ
っ
て
問
題
を

解
決
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
論
理
上
安
営
で
な
い
。
従
っ
て
之
に
よ
っ
て
は
両
者
の
何
れ
か
を
決
定
す
る
詳
に
往
か
ぬ
。

　

〔
第
二
〕
漢
書
西
域
傅
を
倫
す
る
に

　
　

（
相
毒
國
）
西
北
至
大
宛
、
千
三
十
里
。
（
休
循
國
）
西
北
至
大
宛
國
、
九
’
百
二
千
里
。

と
あ
る
、
相
毒
は
今
日
の
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
、
休
循
は
ア
ラ
イ
高
原
で
あ
匹
。

　

史
記
漢
書
が
諸
國
間
の
方
向
距
離
を
畢
げ
た
る
は
皆
其
國
都
間
の
事
を
謂
へ
る
な
り
と
見
る
は
定
説
で
あ
る
。
従
て
本
傅
文
を
以
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ダθ7

て
貴
山
城
を
求
む
れ
ば
’
ト
ジ
｛
ン
ト
は
で
フ
イ
よ
り
も
将
又
イ
ル
ヶ
シ
こ

合
せ
ぬ
。
然
る
に
カ
。
サ
ン
は
全
く
西
北
に
営
る
。

　

而
も
こ
の
千
三
十
里
と
九
百
二
十
里
の
距
離
は
、
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
ー
ア
ラ
イ
高
原
と
カ
サ
ン
間
と
の
距
離
に
殆
ど
一
致
す
る
の

で
あ
る
。
（
同
地
閲
に
は
ア
ー
フ
イ
｀
山
脈
が
横
は
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
賓
距
は
平
面
距
離
よ
り
も
遥
か
に
長
く
、
其
峠
を
越
え
て
進
入
だ
漢

使
等
が
千
三
百
里
九
百
二
十
里
（
Ｅ
皿
醒
愁
を
数
へ
た
の
は
富
然
と
考
へ
ら
れ
る
。
）

　

〔
第
三
〕

　

史
記
大
宛
傅
を
検
す
る
に

　
　

烏
孫
、
在
大
宛
東
北
可
二
千
里

な
る
一
文
の
存
す
る
の
を
我
見
す
る
。
即
ち
上
述
の
如
く
史
漢
の
諸
國
間
の
距
離
方
向
は
其
國
都
の
事
を
謂
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

之
に
抹
り
て
貴
山
城
は
烏
孫
の
都
赤
谷
城
の
西
南
約
二
千
里
の
地
肱
に
庇
っ
た
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
る
に
烏
孫
の
赤
谷
城
は
、
イ
ツ
ツ
ク
ク
ル
湖
よ
り
も
這
か
に
東
方
な
る
Ｎ
ａ
ｒ
ｙ
ｎ
-
ｋ
ｏ
ｌ
附
近
に
庇
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

か

来
の
通
説
の
如
く
、
赤
谷
城
を
以
て
Ｕ
ｔ
ｃ
ｈ
-
Ｔ
ｕ
ｒ
ｆ
ａ
ｎ
よ
り
Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
.
　
Ａ
ｋ
ｂ
ｅ
ｌ
峠
を
北
に
越
え
た
る
ナ
リ
ン
上
源
域
、
或
は
イ
シ
ク

ク
ル
東
南
隅
岸
に
求
む
る
は
爰
富
で
な
い
）
其
よ
り
西
南
二
千
里
の
都
市
は
、
カ
ー
サ
ー
ン
で
あ
っ
て
、
ホ
ジ
ェ
ヴ
ト
で
は
な
い
。

　

（
烏
孫
よ
り
大
宛
に
至
る
に
は
、
ナ
リ
ン
’
ル
よ
り
イ
シ
ク
ク
ル
の
南
叉
は
北
岸
を
西
進
Ｆ
ｒ
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
.
　
Ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｇ
ａ
ｒ
道
を
ナ
ル
イ
ン
ス
ク

に
於
て
西
南
に
醗
断
、
葱
嶺
の
一
部
フ
ェ
ル
ガ
ン
連
峯
を
越
え
て
建
す
可
く
。
大
宛
と
漢
と
の
交
渉
史
上
屡
々
名
を
現
は
す
大
宛
の

東
通
城
郁
成
は
蓋
し
此
道
上
に
置
か
れ
し
も
の
(
Ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｋ
.
　
Ｕ
ｓ
ｇ
ｅ
ｎ
？
)
で
あ
ら
う
。

　

〔
第
四
〕

　

史
記
大
宛
傅
に

　
　

康
居
、
在
大
宛
西
北
可
二
千
里
。
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ゞＱ４

　
　

奄
蔡
、
在
康
居
西
北
可
二
千
里
。
行
國
。
呉
康
居
大
同
俗
。
控
弦
者
十
締
萬
。
臨
大
洋
無
崖
。
萱
乃
北
海
云
。

の
二
條
あ
り
。
若
し
大
宛
の
都
貴
山
城
を
ご
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
と
せ
ば
、
其
西
北
可
二
千
里
な
る
康
居
の
都
は
全
く
、
地
表
に
堕
の
置
か

れ
た
る
不
毛
の
キ
ジ
ル
ク
ム
の
沙
漠
中
に
存
す
る
こ
と
ｘ
な
り
て
、
強
大
な
る
康
居
の
賓
情
に
印
せ
ぬ
。
然
る
に
之
を
カ
サ
ン
と
せ

ば
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
の
東
チ
ム
ケ
ン
ド
ー
ツ
ル
ケ
ス
ー
タ
ン
附
近
が
康
居
の
郡
と
な
り
て
極
め
て
適
息
す
る
の
で
あ
る
。
奄
蔡
が
西
史
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

見
え
た
る
Ａ
ｏ
ｒ
ｓ
i
.
　
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
　
　
　
Ａ
*
る
こ
と
は
、
定
説
で
あ
り
、
其
が
臨
め
る
無
崖
の
北
海
と
は
ア
ソ
フ
海
な
る
べ
き
こ
と
も
亦
疑
無
き

所
で
あ
る
。
而
し
て
奄
蔡
は
三
國
志
所
引
の
魏
略
に
よ
れ
ば
東
北
に
於
て
は
康
居
に
接
し
た
が
、
西
方
で
は
大
秦
む
接
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
ゝ
其
國
勢
（
啼
皿
酷
）
よ
り
見
て
、
國
都
を
ア
ソ
フ
よ
り
、
除
り
に
遠
く
東
方
の
地
勘
例
へ
ば
て
フ
ル
海
以
東
等
に
求
む
る

の
は
不
穏
富
で
あ
る
か
ら
奄
蔡
よ
り
東
南
二
千
里
た
る
康
居
よ
り
、
更
に
東
南
二
千
里
な
る
大
宛
の
都
城
は
カ
サ
ン
こ
そ
其
條
件
に

合
し
こ
そ
す
れ
、
ｊ
ｌ
ジ
ェ
ン
ド
に
於
て
は
全
く
適
合
し
な
い
と
中
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

〔
畳
〕
器
大
言
（
診
昌
）
中

　
　

伐
宛
凡
五
十
鈴
校
尉
、
宛
王
城
中
無
井
。
皆
汲
城
外
流
水
。
於
是
乃
遠
水
エ
、
徒
其
城
下
水
空
、
以
吝
其
城
。
…
…
（
貳
師
）
乃

　
　

先
至
宛
、
決
北
ハ
水
源
、
移
之
。
則
宛
固
已
憂
困
。

な
る
一
節
が
あ
る
。
是
は
漢
貳
師
将
軍
李
廣
利
か
武
帝
の
命
で
大
宛
を
攻
め
た
時
宛
城
に
井
無
く
、
城
旁
の
流
水
に
依
存
せ
る
を
知

り
ミ
其
の
水
源
を
決
七
之
を
移
し
、
以
最
中
を
洞
渇
せ
し
Ｉ
め
た
２
を
云
つ
２
る
の
ｐ
あ
ら
・

　

「
勉
訃
鉾
貼
絆
心

だ
」
と
な
す
一
解
樺
が
、
此
一
節
の
中
の
無
卦
其
他
の
文
意
、
及
び
同
傅
が
更
に
宛
人
が
窮
態
漢
人
を
・

得
て
井
を
掘
り
て
凌
げ
る
こ
と
を
記
せ
る
こ
と
等
よ
り
し
て
誤
な
る
は
、
殆
ど
定
説
と
な
つ
て
ゐ
る

　

へ

　

即
ち
貴
山
城
は
城
旁
に
用
水
の
供
給
を
な
す
流
水
を
有
せ
る
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
挙
、
而
も
其
は
漢
の
水
エ
が
水
源
を
決
し
、
之

を
移
す
こ
と
が
出
来
光
程
の
細
流
で
た
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
之
把
對
し
て
も
亦
、
カ
サ
ン
心
み
が
偕
塵
す
る
。
何
故
た
ら
ば
カ
サ
″
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は
シ
ル
ダ
ｓ
≫
ア
の
枝
流
な
る
同
名
の
細
流
忙
の
み
臨
む
に
反
し
、
７
タ
う
ド
は
シ
・
ダ
リ
ア
本
河
の
互
流
（
辞
づ
む
一
ｙ
に
皿

　
　

貿
諺
郷
Ｕ
駄
れ
惣
）
に
官
ミ
裂
１
な
る
力
を
以
て
す
る
共
之
を
渇
塞
す
る
こ
４
一
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ

　
　

る
ｏ

　
　

尤
も
コ
ー
ダ
エ
ン
ド
脆
を
堅
持
せ
ら
れ
た
る
桑
原
博
士
は
、
シ
ル
ダ
リ
ア
本
河
の
水
は
洞
濁
し
て
、
コ
ー
ダ
エ
ン
ド
市
民
は
別
に
之
に
注
入

　
　
　
　
　

（

す
る
域
旁
の
支
:
＾
　
　
　
Ｋ
ｈ
ｏ
ｄ
ｊ
ａ
　
Ｂ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ

　

の
水
を
使
用
す
れ
ば
、
李
廣
利
が
渇
塞
せ
る
細
波
は
こ
の
Ｊ
Ｉ
ジ
ヤ
バ
カ
ル
ガ
ン
で
あ
る
と
見

　
　

得
べ
し
と
論
ぜ
ら
れ
た
る
も
、
平
時
に
於
て
は
兎
も
角
、
戦
時
に
於
て
は
如
何
ぞ
多
少
の
洞
濁
を
嬢
ひ
て
楢
之
を
用
ひ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
宛
械
が
僅

　
　

三
十
日
（
一
に
四
十
日
U
l
以
て
降
伏
せ
る
主
要
原
因
は
矢
張
り
水
源
喪
失
（
漸
く
漢
人
を
捕
へ
て
井
戸
を
掘
っ
た
が
）
に
よ
る
涸
渇
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　

之
等
か
ら
見
で
も
貴
山
城
は
餌
令
涸
濁
し
て
居
て
も
水
に
鉦
血
蔵
の
シ
ル
）

　
　

本
流
に
鐙
へ
る
コ
ー
ダ
エ
ン
ド
で
あ
っ
た
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
　
　

唯
、
茲
に
Ｉ
鹿
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
㈲
史
漢
共
に
此
宛
城
攻
撃
に
開
し
、
貴
山
城
の
名
を
現
は
し
て
居
た
い
、
㈲
李
廣
利
は

　
　

貳
師
城
を
破
つ
王
－
馬
を
得
る
使
命
に
よ
つ
７
貳
師
将
軍
の
胱
を
賜
っ
た
も
の
ｐ
’
彼
は
宛
城
を
破
り
ｔ
所
期
の
善
馬
を
得
た
０
而

　
　

し
て
彼
李
廣
利
が
攻
撃
し
た
宛
城
が
王
都
で
あ
っ
た
こ
と
は
数
個
の
理
由
よ
り
明
で
あ
る
。
以
上
三
個
の
事
情
を
綜
合
せ
ば
李
廣
利

　
　

の
大
宛
征
伐
営
時
は
貳
師
城
が
王
都
で
あ
っ
て
、
漢
書
に
宛
都
を
貴
山
城
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
其
以
後
に
王
都
の
遷
移
が
あ
っ
た
と

　
　

考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

然
し
成
る
程
廣
利
は
貳
師
城
下
に
到
り
て
善
馬
を
取
る
使
命
に
よ
り
貳
師
将
軍
の
胱
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
彼
の
使
命

　
　

は
其
の
み
で
は
無
い
・
大
宛
の
貴
人
が
降
伏
を
議
せ
る
言
（
皿
宛

゛
や
ヽ
武
帝
が
廣
利
の
旋
凱
に
常
り
て
下
せ
る
詔
に

　
　
　

危
須
以
西
及
大
宛
、
皆
合
約
殺
期
門
車
令
・
中
郎
将
朝
及
身
毒
國
使
。
隔
東
西
道
。
貳
師
将
軍
廣
利
征
討
無
罪
、
伐
勝
大
宛
。
云
々

　
　

と
あ
る
に
よ
り
て
町
賓
に
彼
の
最
終
目
的
は
王
都
を
陥
れ
て
大
宛
の
罪
を
正
す
こ
と
に
在
っ
た
の
で
あ
る
（
心
一
一
一
恟
漱
配
一
靴
卵
皿

　
　

艶
艶
靴
鸚
裂
ぼ
認
％
劈
％
）
。
従
っ
て
貳
師
将
軍
が
攻
め
た
か
ら
と
て
王
都
が
必
ず
し
も
貳
師
城
で
あ
っ
た
諮
に

Ｊ
］

慧
ら
ぬ
・
え
宛
で
箔
摩
所
期
・
善
馮
妄
完
毒
ヽ
こ
れ
長
・
大
１
不
こ
詞
接
其
鳥
邑
等
（
勁
認
鴛
匁
、
）
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一
一

　

の
人
音
は
攻
掠
を
避
け
て
王
雛
に
集
結
す
る
２

　
　

が
貳
師
城
で
あ
っ
た
瞭
徐
に
は
な
ら
ぬ
。
殊
に
廣
利
の
征
討
以
後
に
大
宛
の
王
都
が
遷
移
し
た
如
き
事
跡
は
全
然
史
洸
に
見
え
な
い

　
　

の
で
あ
る
か
ら
、
宛
都
は
最
初
か
ら
貴
山
城
で
あ
・
つ
た
と
見
る
の
が
断
然
腿
富
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
暇
り
に
百
歩
を
譲
っ
て
廣
利
の

大
宛
征
伐
営
時
頃
迄
の
、
即
ち
史
記
が
記
る
し
て
ゐ
る
處
の
宛
都
が
貳
師
如
た
っ
た
と
し
て
も
、
之
亦
結
局
第
三
・
第
四
及
び
本
第

五
の
比
定
條
件
よ
り
し
て
矢
張
り
カ
サ
ン
以
外
に
は
之
を
求
め
得
な
い
で
は
な
い
か
。

　

要
之
、
以
上
五
ヶ
の
理
由
よ
り
し
て
史
記
漢
書
に
見
ゆ
る
大
宛
の
王
都
は
之
を
カ
サ
ン
に
求
め
る
の
を
最
も
安
営
と
し
な
け
れ
ば

た
ら
な
い
と
思
ふ
。

　
　

【
第
ゑ
節
註
一

　

①

　

大
宛
國
の
大
鼓
の
位
置
が
、
今
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
な
る
は
、
Ｄ
ｅ
ｇ
ｕ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
.
　
　
Ｒ
ｅ
ｍ
ｕ
ｓ
ａ
t
氏
の
論
考
以
未
定
箆
と
な
り
、
疑
の
爺
地
な
し
。
１
　
て

　
　
　

Ｖ
.Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
t
ｈ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
は
漢
書
西
域
傅
に
見
ゆ
る
休
循
國
を
以
て
葱
嶺
の
西
〇
ｓ
ｈ
-
　
Ｎ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｎ
.
　
Ｋ
ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
　
■
｡
＾
含
む
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
に
存
せ
し
も

　
　
　

の
と
し
、
従
っ
て
大
宛
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
西
部
の
み
と
其
以
西
の
地
な
り
と
論
じ
た
が
石
ｌ
ｃ
ｈ
ｔ
ｈ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｉ
.
｡
　
Ｓ
.
４
５
０
　
Ａ
ｎ
戸
じ

　
　
　

休
循
國
は
決
し
て
フ
ェ
ル
ガ
ナ
に
非
ず
し
て
、
A
l
a
i
高
原
に
求
む
可
し
と
の
論
設
（
白
鳥
博
士
「
西
域
史
上
の
新
研
究
」
東
洋
學
報
三
、
桑
原

　
　
　

博
士
「
藤
田
君
の
貴
山
観
及
び
監
氏
蛾
考
を
讃
む
」
薦
文
七
）
出
づ
る
に
及
び
其
根
採
を
失
ひ
、
今
日
に
於
て
は
大
宛
の
大
鼓
の
位
置
を
フ
ェ
ル

　
　
　

ガ
ナ
に
常
っ
る
こ
と
に
對
し
て
は
殆
異
論
無
し
。
倚
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
｡

　
　
Ｉ
.
ｅ
ｓ
　
　
　
ｐ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｄ
'
０
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
t
　
ｄ
'
ａ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
　
l
e
　
　
W
e
i
-
I
i
o
（
１

ｏ
ｕ
ｎ
ｇ

-
ｐ
ａ
０
Ｓ
ｅ
ｒ
.

　
　
　

Ｉ
　
Ｂ
ｄ
.
　
１
.
　
Ｓ
.
５
５
５
.
　
Ａ
ｎ
ｍ
.
４
　
)
の
休
循
=
　
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
t
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
諭
の
妥
常
で
な
い
の
も
上
掲
二
股
に
て
明
で
あ
る
）
。

　

②

　

桑
原
博
士
は
此
の
外
に
三
つ
の
決
定
條
件
を
畢
げ
ら
れ
た
。
印
ち
印
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
に
在
っ
て
最
も
古
く
、
西
紀
前
二
世
紀
に
は
既
に
重
要

　
　
　

な
る
位
置
を
占
め
た
都
市
た
る
こ
と
は
、
Ｊ
ｒ
ジ
ェ
ン
ド
は
Ｂ
ａ
ｂ
ｅ
ｒ
の
記
録
に
同
市
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
に
於
て
最
も
古
き
床
歴
を
有
す
る

　
　
　

都
會
で
あ
る
と
云
ふ
注
意
書
が
あ
る
の
で
、
精
よ
く
迪
庶
す
る
。
然
し
カ
サ
ン
も
亦
Ｔ
ａ
ｂ
ａ
ｒ
i
に
よ
れ
ば
八
世
紀
初
頭
既
に
重
要
な
る
都
會
と
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し
て
同
数
徒
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
Ｂ
ａ
ｂ
ｅ
ｒ
の
注
意
書
が
無
い
と
て
必
ず
し
も
古
い
都
會
で
な
い
と
は
云
へ
ぬ
。
要
す
る
に
本
條
件
は

　
　

他
の
條
件
に
比
し
て
軽
く
、
積
極
的
に
爾
者
の
富
否
を
決
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
蘭
史
記
大
宛
傅
に
、
大
宛
の
都
か
ら
大
夏
の
都
藍
市
城

　
　

と
の
距
離
が
二
千
爺
里
と
あ
る
か
ら
、
此
條
件
に
合
す
都
市
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
は
嬌
水
の
南
の
大
夏
よ
り
近
い
嬌
北
の
大
月
氏
と
大

　
　

宛
の
間
を
同
傅
が
二
三
千
里
と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
最
も
信
す
可
ら
ざ
る
敷
字
と
し
て
之
は
用
ひ
る
譚
に
ゆ
か
ぬ
。
向
奥
書
西
域
傅

　
　

に
嫌
る
と
宛
都
貴
山
城
は
休
循
國
よ
り
大
月
氏
に
至
る
道
筋
に
常
つ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
か
ら
此
條
件
に
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
は
結
局
カ
サ
ン
ー

　
　

コ
ー
ダ
エ
ン
ド
雨
者
中
の
何
れ
か
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
現
在
で
こ
そ
ア
ラ
イ
よ
り
サ
マ
ル
カ
ン
ド
方
面
に
到
る
に
は
オ

　
　

シ
ュ
よ
り
シ
ル
ダ
リ
ア
に
沿
ひ
て
ｎ
　
-
*
;
ｈ
エ
ン
ド
を
鰹
る
直
道
あ
る
も
、
古
代
に
於
て
は
必
ず
し
も
こ
の
道
が
取
ら
れ
た
か
否
か
不
明
で
、
カ

　
　

サ
ン
を
迂
同
し
て
経
る
も
の
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
（
殊
に
シ
ル
ダ
リ
ア
上
流
は
現
在
で
も
舟
筏
の
便
少
く
Ｊ
Ｉ
ジ
ェ
ソ
ド
附

　
　

近
は
べ
’
ワ
ツ
キ
イ
パ
ロ
ウ
ギ
の
急
流
に
て
舟
筏
全
然
不
能
で
あ
る
）
。

　
　
　

要
之
、
以
上
三
條
件
は
っ
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
ー
カ
サ
ン
ニ
市
の
中
よ
り
一
を
裸
出
す
る
條
件
に
は
事
賞
上
な
し
得
な
い
と
考
へ
る
。

③

　

白
鳥
博
士
（
同
上
論
文
）
。
但
し
、
水
紺
注
二
が
梢
毒
に
出
す
と
す
る
Ｉ
水
は
Ｖ
ａ
ｋ
ｈ
ｓ
ｃ
ｈ
河
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
拍
毒
は
キ
ジ
ル
ス
ー
バ

　
　

フ
シ
ニ
河
源
流
地
に
跨
れ
り
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
第
七
節
註
６
參
照
）

の

　

烏
孫
赤
谷
城
の
位
置

　
　

烏
孫
の
赤
谷
城
を
。
イ
シ
ク
ク
ル
湖
畔
よ
り
盛
か
東
方
な
る
ナ
リ
ン
＝
片
附
近
に
求
む
可
き
こ
と
に
は
貳
個
の
亘
誼

　
　

４
　
り
。
第
一
は
、
烏
孫
康
居
の
境
界
は
イ
シ
ク
ク
ル
の
西
端
よ
り
も
東
に
存
し
た
る
が
、
赤
谷
城
は
、
其
境
界
よ
り
更
に
千
里
の
東
に
在
り
記

　
　

る
こ
と
で
あ
る
。
奥
元
帝
の
時
、
匈
奴
の
郵
支
軍
于
は
康
居
に
移
り
住
み
、
ダ
ラ
ス
上
流
域
に
築
城
猛
威
を
四
隣
に
振
う
た
が
、
其
時
の
事
と

　
　

し
て
漢
書
陳
湯
傅
に

　
　
　

（
郵
支
縦
烏
孫
、
深
入
至
赤
谷
城
、
殺
略
民
人
、
殴
畜
産
、
烏
孫
不
敢
組
、
即
湖
岸
劇
、
。
不
居
者
日
一
千
里
。

　
　

と
あ
り
、
郵
支
が
屡
々
深
く
烏
孫
の
赤
谷
城
に
迄
押
寄
せ
て
掠
奪
を
檀
に
し
た
総
、
西
濠
千
里
の
地
は
烏
孫
の
民
の
佳
す
る
者
無
き
に
至
つ
仁

　
　

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
印
も
之
に
採
り
て
見
る
に
、
烏
孫
西
法
は
千
里
乃
至
其
以
上
あ
っ
た
諏
で
、
詰
り
赤
谷
城
は
康
居
・
烏
孫
の
疆
界
よ
り

　
　

約
千
里
以
上
の
奥
地
に
あ
つ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
該
傅
は
次
に
漢
聘
甘
延
壽
・
陳
湯
の
郵
支
征
討
を
記
し
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引
軍
分
行
、
別
儒
六
校
。
其
・
こ
校
従
南
道
、
喩
葱
嶺
、
径
大
宛
。
其
三
校
、
都
護
自
僣
変
温
宿
國
。
従
北
道
、
入
赤
谷
、
過
鳥
孫
、
渉
康
居

　
　
　

界
、
至
閥
池
西

　
　

と
云
ふ
。
是
は
前
後
の
事
情
よ
り
稽
ふ
る
に
、
延
壽
等
は
漢
胡
の
兵
四
萬
を
登
し
て
、
温
宿
國
Ｓ
ｔ
＾

Ｕ
ｉ
ｃ
ｈ
-
T
i
i
ｒ
ｆ
ａ
ｎ
に
勢
揃
ひ
し
、
一
重
は

　
　

嶺
を
越
え
、
大
宛
を
紺
、
一
軍
は
陳
湯
の
計
斑
通
り
烏
孫
の
衆
兵
を
敲
従
す
べ
く
烏
孫
の
都
赤
谷
披
に
出
で
、
烏
孫
の
地
を
通
過
、
康
居
の
界

　
　

を
渉
っ
て
漸
く
聞
池
(
Ｔ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
t
ｕ
　
･
イ
シ
ク
ク
ル
湖
）
の
西
に
出
で
た
こ
と
を
謂
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
康
居
烏
孫
と
の
境
界
は
イ
シ
ク
ク
ル

　
　

の
西
端
、
或
は
其
よ
り
少
し
く
東
寄
り
に
在
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
事
と
、
前
の
赤
谷
が
康
居
の
境
よ
り
千
里
以
上
も
東
に
存
し
た

　
　

こ
と
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
赤
谷
は
決
し
て
イ
シ
ク
ク
ル
湖
東
南
岸
（
此
は
烏
孫
の
極
め
て
豊
饒
な
る
牧
地
と
し
て
存
し
た
と
思
は
る
）
や
、
ウ

　
　

チ
ュ
ト
ル
フ
ア
ン
よ
り
ベ
デ
ル
を
紺
て
逍
す
る
ナ
リ
ン
河
源
地
に
は
非
ず
し
て
、
之
を
東
方
ナ
リ
ン
ニ
ル
附
近
の
地
域
に
求
め
ざ
る
可
ら
ざ

　
　

る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　

第
二
に
、
赤
谷
械
は
温
宿
國
印
ち
ウ
チ
ュ
ト
ル
フ
ア
ソ
よ
り
も
こ

　
　

北
六
百
十
里
と
記
し
て
ゐ
る
（
故
に
若
し
も
赤
谷
城
が
ウ
チ
ュ
よ
り
ベ
デ
ル
を
越
せ
る
ナ
リ
ン
河
源
域
又
は
イ
シ
ク
ク
ル
湖
畔
な
ら
ば
、
其
都

　
　

護
よ
り
の
距
離
は
温
宿
よ
り
も
六
百
十
里
遠
い
筈
で
あ
る
）
。
然
る
に
温
宿
は
二
千
三
百
八
十
里
、
赤
谷
は
千
七
百
二
十
里
で
、
赤
谷
は
温
宿
よ

　
　

-
X
T
N
-
ｗ
Ｏ
都
護
の
治
所
に
近
い
の
で
あ
る
。
印
も
赤
谷
は
温
宿
の
北
六
一
〇
里
の
地
で
而
も
温
宿
よ
Ｊ
＾
^
･
*
^
3
D
都
護
へ
近
い
地
で
あ
る
。
こ
の
條
件
に
合

　
　

す
る
も
の
は
、
ナ
リ
〃
＝
ル
附
近
を
措
い
て
は
他
に
無
い
。
印
も
ナ
リ
ソ
ー
ル
は
チ
ヤ
デ
イ
ル
よ
・
り
北
道
を
西
進
し
、
ｔ
Ｑ
一
よ
り
西
北
に
別
れ

　
　

て
ム
サ
ル
ト
峠
を
纒
て
達
す
れ
ば
、
ウ
チ
ュ
に
至
る
よ
り
も
近
い
の
で
あ
る
。
漢
書
が
温
宿
、
赤
谷
間
を
六
一
〇
里
と
せ
る
は
、
ウ
チ
ュ
ー
ア

　
　

ク
ス
ー
ム
サ
ル
ト
ー
ナ
リ
ソ
ー
ル
の
距
離
を
謂
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
新
唐
書
所
引
の
買
耽
皇
華
四
建
記
に
見
ゆ
る
路
は
、
ペ
ダ
ル
を

　
　

越
え
て
逡
す
る
迂
廻
路
で
、
従
っ
て
此
は
六
一
〇
里
を
痘
に
超
過
す
る
筈
で
あ
る
。
尤
も
此
唐
書
所
引
四
逍
記
の
路
程
を
計
算
す
る
と
温
宿
。

　
　

赤
谷
間
が
却
っ
て
傾
に
二
Ｉ
○
里
と
な
る
が
、
之
は
唐
書
編
者
の
不
注
意
な
る
抄
録
の
結
果
と
考
へ
ら
れ
る
）
。

　
　
　

要
之
、
以
上
第
丁
第
二
の
理
由
よ
り
し
て
烏
孫
の
赤
谷
は
ナ
リ
ン
ユ
ル
附
近
に
求
む
る
外
無
い
事
明
で
あ
る
と
思
ふ
。

⑥
Ｊ
)
｡
　
H
i
ｒ
t
ｈ
｡
　
　
　
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｎ
.

　
Ｍ
ｒ
.
　
　
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
m
i
l
l
　
ａ
ｎ
ｄ
　
t
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｉ
ｕ
ｎ
ｇ
-
i
n
i
.
付
Ｊ
.

　
Ｍ
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
t
｡
　
　
　
Ｕ
ｎ
t
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ
-
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ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
t
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｅ
ｒ
ａ
ｎ
.
其
他
に
よ
り
同
席
は
小
部
分
の
訂
正
を
加
へ
ら
る
べ
き
も
、
大
局
に
於
て
は
全
く
正
し
き
こ
と
、

　
　

拙
文
「
匈
奴
西
移
年
表
－
フ
ン
ー
匈
奴
に
開
す
る
再
考
察
」
「
東
洋
史
研
究
二
の
」
。
三
二
Ｉ
Ξ
Ξ
頁
）
參
照
。

④

　

唐
書
は
貳
師
城
を
後
世
の
蘇
對
沙
那
今
の
ウ
ラ
チ
ュ
ー
プ
と
謂
ふ
。
若
し
然
れ
ば
貳
師
城
は
１
　
て
史
記
時
代
に
於
て
も
亦
宛
都
た
り
し
事
な
か

　
　

っ
た
（
最
初
か
ら
貴
山
城
が
都
で
あ
っ
む
）
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
ウ
ラ
チ
ュ
ー
プ
は
宛
都
比
定
の
第
三
。
・
第
四
に
少
し
も
合
せ

　
　

ぬ
か
ら
。
」
も
し
本
文
の
賀
定
の
如
く
史
記
時
代
貳
師
城
が
宛
都
で
あ
っ
た
と
せ
ば
、
唐
書
の
貳
師
ウ
ラ
チ
ュ
ー
プ
席
は
誤
傅
で
あ
る
。
何
散
な

　
　

ら
史
記
時
代
の
宛
都
は
比
定
條
件
第
三
・
第
四
・
第
五
に
適
合
す
可
き
に
不
拘
ウ
ラ
チ
ュ
ー
ブ
で
は
全
く
之
に
逍
合
し
な
い
か
ら
。

六
、
月
氏
西
遷
の
経
路
（
下
）

　

②
、
大
宛
國
の
四
周

　

大
宛
國
が
其
南
逡
に
於
て
A
l
a
i
山
脈
を
以
て
梢
毒
（
Ｉ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
ｔ
a
m
）
及
び
休
循
（
と
吃
）
の
雨
國
に
、
又

東
逡
に
於
て
は
ｒ

ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
州
と
S
e
m
i
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｋ
州
と
の
境
界
を
以
て
烏
孫
と
隣
り
せ
り
と
な
す
白
鳥
博
士
「
大
宛
國
考
」
（
Ｅ
引
）

の
考
護
は
殆
ど
不
動
と
謂
ふ
可
く
、
唯
後
魏
以
軋
眼
禦
一
作
（
抜
汗
那
・
鐙
汗
）
國
を
以
て
故
の
大
宛
と
な
す
と
共
に
、
休
循
（
渠
捜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

の
地
と
な
す
考
が
史
乗
に
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
考
慮
せ
ば
、
昔
時
休
循
の
版
圖
は
幾
分
ア
ラ
イ
山
脈
を
越
え
て
フ
ェ
ル
ガ
ン

盆
地
の
一
部
に
延
び
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
認
む
可
玉
ぱ
お
ご
記
お
壮
順
甦
％
昌
頴
対
訳
配
詣

に
ｕ
一
心
暖
皿
九
い
に
）
、
其
東
界
は
Ｕ
ｓ
ｂ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
A
J
　
　
K
i
ｒ
g
i
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
と
の
自
然
の
境
界
Ｆ
ｅ
ｒ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
に
よ
り
こ

ぱ
、
大
宛
・
烏
孫
の
交
通
は
其
．
一
「
ａ
沁
ｙ
Ｓ
（

Ｕ
辨
証
言
は
Ｕ
況
望
讐
昌
凭
た
轟
蓉
ら
で

問
題
は
北
境
及
び
回
境
で
あ
る
。
先
づ
北
境
に
開
し
て
之
を
考
ふ
る
に
、
白
鳥
博
士
が
「
大
宛
國
考
」
に
於
て

　
　
　

「
次
に
大
宛
國
の
北
界
を
考
へ
ん
に
、
史
記
の
大
宛
傅
を
案
す
る
に
、
そ
の
一
處
に
「
其
北
則
康
居
」
と
あ
り
、
ま
た
一
處
に
［
康

卯

　
　

居
在
大
宛
西
北
可
二
千
里
…
…
�
］
大
宛
、
隣
國
」
と
あ
り
、
更
に
漢
書
の
西
域
傅
大
宛
國
の
條
に
よ
れ
ば
「
北
至
康
居
卑
閲
城
千
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五
百
一
十
里
」
と
見
え
た
り
。
此
等
の
記
事
に
よ
り
て
大
宛
國
は
北
方
と
西
北
方
と
に
於
い
て
康
居
と
隣
接
せ
る
を
推
知
す
べ
し
。

　

而
し
て
康
居
が
烏
孫
國
と
今
の
Ｔ
ａ
ｕ
a
i
g
i
ｒ
山
脈
を
以
て
相
接
し
、
そ
の
領
域
は
東
方
に
於
て
ひ
及
び
Ｈ
巴
ａ
二
川
の
流
域

　

を
包
容
し
、
西
方
に
於
い
て
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
｡
　
Ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
｡
　
Ｔ
ａ
Ｓ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
等
を
領
有
せ
し
こ
と
已
に
康
居
考
に
詳
説
し
た
る
如
し
。
さ

　

れ
ば
大
宛
國
と
康
居
國
と
は
今
の
Ｋ
ｕ
ｒ
a
m
-
ｔ
ａ
ｕ
　
Ｃ
ｈ
ｏ
ｔ
ｋ
ａ
ｌ
-
ｔ
ａ
ｕ
｡
　
Ａ
ｌ
ａ
-
ｔ
ａ
ｕ
等
の
諸
山
脈
を
以
て
境
界
を
接
せ
し
こ
と
疑
を
容
る

　

べ
か
ら
す
。
」

と
、
せ
ら
れ
し
は
、
概
勢
に
於
て
全
く
安
富
で
あ
る
。
然
し
唯
其
西
北
逡
に
於
て
、
梢
南
方
に
過
ぎ
た
る
感
無
き
に
非
ず
で
あ
ろ
。

何
と
な
れ
ば
、
同
博
士
は
タ
シ
ュ
ヶ
ン
ト
を
以
て
（
大
宛
の
領
と
な
す
史
料
を
否
定
し
却
っ
て
）
康
居
の
領
土
と
な
し
、
大
宛
の
北

境
は
従
っ
て
其
よ
り
■
s
？
南
方
に
存
し
た
も
の
た
り
と
せ
ら
れ
し
も
、
タ
シ
ュ
ヶ
ン
ト
は
、
漢
代
に
於
て
は
康
居
の
領
地
に
非
ず
し
て
、

却
っ
て
大
宛
の
北
鄙
で
あ
っ
た
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
通
典
（
心
皿
七
）
に
は

　

石
國
、
隋
時
通
焉
。
居
於
薬
殺
水
。
柘
柘
折
城
。
方
千
催
里
。
本
漢
大
宛
北
鄙
之
地
也
。

と
あ
り
、
同
書
所
引
の
杜
現
経
行
記
に
は

　

其
（
匹
）
國
城
一
名
緒
支
、
一
名
大
宛

と
あ
り
、
又
唐
書
西
域
傅
に
は

　

石
、
或
曰
柘
支
、
曰
柘
折
、
曰
緒
時
、
漢
大
宛
北
鄙
也

と
あ
り
ヽ
而
し
て
此
の
石
國
（
匹
ぺ
如
四
）
が
ア
ラ
ビ
ア
人
の
所
謂
Ｓ
ａ
ｊ
　
Ｃ
ａ
ｉ
　
ａ
ち
今
の
タ
ツ
ユ
ケ
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

斯
様
に
タ
シ
こ
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ら
れ
来
つ
た
か
と
云
ふ
に
、
斯
は
一
に
新
唐
書
西
域
傅
が
流
の
康
居
五
小
王
の
故
地
に
開
す
る
全
く
出
鱈
目
の
記
事
を
掲
ぐ
る
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
ｓ
ｌ
一
一

　

ｓ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　

ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一

　

Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
Ｉ

ぜ
し
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
元
来
宋
代
の
撰
た
る
翁
唐
書
西
域
傅
に
依
抹
し
て
、
唐
代
の
通
典
・
経
行
記
を
棄
つ
る
こ
と
の
爰
富
な
ら

ざ
る
は
勿
論
な
る
も
、
更
に
具
醍
的
に
同
唐
書
西
域
傅
を
検
討
す
る
に
、
其
の
康
居
小
王
故
地
の
記
事
の
荒
唐
無
稽
な
る
は
、
史
記

大
宛
傅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

及
宛
西
小
國
腹
潜
・
大
盆
。
宛
東
姑
師
・
柱
梁
・
蘇
裁
之
属
、
皆
隨
漢
使
献
見
天
子
、
天
子
大
悦
。

と
大
宛
印
ち
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
東
に
存
せ
り
と
明
記
せ
ら
れ
し
康
居
の
】
小
属
國
蘇
員
錯
バ
バ
昌
駄
錨
）
を
号
、

　

史
、
或
曰
怯
沙
、
曰
掲
霜
那
、
居
狽
莫
水
南
、
康
居
小
王
蘇
蔽
城
政
地
。

と
云
ふ
如
き
愚
な
る
誤
を
犯
し
て
ゐ
る
に
徴
し
て
も
明
石
ｊ
球
３
　
謂
郎
肘
３
　
０
　
行
荒
だ
旱
累
ら
で

宋
代
の
記
録
た
る
は
論
を
侯
た
ぬ
の
で
あ
る
。

　

斯
様
に
新
唐
書
西
域
傅
中
の
康
居
小
王
政
地
況
は
印
鱈
目
の
宋
代
文
献
ｒ
あ
ら
か
九
之
を
以
ｔ
し
７
も
其
石
國
（
舅
廿
を
康

居
小
王
窯
匿
王
の
政
地
と
篤
す
の
信
憑
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
推
知
す
る
に
難
く
な
い
が
、
更
に
こ
の
石
國
の
一
條
の
み
に
就
い
て
観

察
≒
灸
之
牟
ク
ご
で
（
詰
毬
沿
岸
の
タ
こ
ヶ
て
ぬ
）
の
事
を
記
１
　
　
乍
ら
ヽ
突
如
Ｅ
と
し
七
東
方
の
で
（
皿
隷
）
流

域
或
は
イ
シ
ク
ヶ
輿
懸
吽
ヽ
果
こ

荒
｛
頴
昌
勁
詣
獣
絆
雛
艶
Ｊ
９
　
引
錆
麓
μ
｝
愈
瓦
て
唐
書
の
康
居
小
王
故
地
況
の
信
憑
な
ら
ざ
る
を
暴

露
し
て
ゐ
る
。

　

之
を
要
す
る
に
唐
代
の
石
國
み
謡
）
が
漢
代
に
於
ｔ
康
居
の
地
ご

大
宛
の
西
北
隅
逓
を
此
地
に
求
む
る
を
最
も
爰
富
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
處
で
あ
る
。
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次
に
西
進
趾

方
、
即
ち
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
よ
り
ユ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
ら
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
ー
ウ
ラ
チ
ュ
ー
ブ
に
至
る
大
道
に
洽
へ
る
地
方
は
富
然
大
宛
の
版

閤
で
な
く
て
は
た
ら
す
、
従
っ
て
大
宛
の
正
西
遊
は
タ
ル
タ
リ
ア
（
い
作
ご
を
以
て
キ
ジ
ル
ク
ム
の
大
沙
漠
に
面
す
る
も
の
で
あ
っ

た
に
相
徨
で
暴
行
Ｕ
甘
謂
へ

る
な
る
可
く
、
又

　
　

〔
大
宛
〕

　

西
則
大
月
氏
、
四
南
大
夏
（
史
記
大
宛
傅
）

　
　

〔
大
宛
〕

　

北
典
康
居
、
南
大
月
氏
接
。
（
漢
書
西
域
傅
大
宛
國
ノ
條
）

　
　

〔
大
宛
〕

　

西
南
至
大
月
氏
、
六
百
九
十
里
。
（
同

　

上
）

　
　
　
　

④

等
に
よ
っ
て
、
大
宛
は
西
遊
南
部
に
於
て
大
月
氏
と
接
続
し
て
ゐ
た
こ
と
（
昌
劈
乱
数
昌
締
対
数
言
訳
回
特

認
肘
い
）
、
而
し
て
大
宛
の
都
な
る
カ
サ
ン
よ
り
大
月
氏
の
都
へ
の
距
離
は
僅
か
に
六
百
九
十
漢
里
程
（
頷
詣
鸞
晨
昌

窺
数
雛
談
四
谷
趨
齢
沢
頴
ヅ
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
大
宛
・
大
月
氏
の
境
、
印
ち
大
宛
の
西
術
境
は
宛
都
力

こ
よ
わ
約
言
洗
芙
混
作
）
の
鉉
謙
に
存
し
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
史
記
正
義
所
引
の
謡
良
計
）
姦

ま
に
ぶ
代
・
亭
都
沙
那
（
躬
丿
諮
ｈ
貧
ち
今
の
ウ
ラ
チ
ュ
ー
ブ
に
開
し
て

　
　

亭
都
沙
那
國
、
亦
名
蘇
對
沙
那
國
、
水
漢
大
宛
國

と
明
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
正
し
き
も
の
と
せ
ば
漢
代
大
宛
の
四
南
境
は
少
く
と
も
今
の
ウ
ラ
チ
ュ
ー
ブ
に
迄
は
延
び
、
茲
に
大

月
氏
と
接
し
て
居
た
と
見
ね
ば
な
ら
す
、
従
っ
て
漢
書
の
六
百
九
十
里
の
距
離
は
梢
過
少
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

　

〔
唐
書
西
域
傅
に
ヽ
隋
唐
の
何
國
・
安
國
・
史
國
即
ち
何
れ
も
ン
グ
ダ
イ
ア
三
麗
拉
斟
せ
に
位
せ
乏

40



φ７Ｊ

康
居
の
小
王
附
黒
’
但
・
蘇
薙
の
政
地
と
篤
そ
る
も
、
同
傅
康
居
小
王
政
地
況
の
全
く
出
鱈
目
な
る
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
若
し

斯
模
な
こ
と
を
認
む
れ
ば
、
大
宛
は
西
南
逡
に
於
て
康
居
と
接
し
大
月
氏
と
接
せ
ぬ
こ
と
ｘ
な
り
、
上
掲
漢
書
の
明
文
と
背
馳
す
る

譚
で
あ
り
、
此
宋
代
記
録
の
探
る
に
足
ら
ざ
る
こ
と
は
前
述
及
び
後
述
の
通
で
あ
～
ご

　

以
上
に
於
て
余
は
大
宛
國
の
位
置
・
四
逡
・
都
城
を
明
か
に
し
た
積
り
で
あ
る
。
尤
も
最
初
に
断
り
た
る
如
く
其
は
中
亜
に
於
て

大
月
氏
國
が
建
設
せ
ら
れ
た
る
以
後
の
歌
勢
に
繋
わ
た
れ
ば
、
是
を
以
て
月
氏
の
通
過
時
の
大
宛
の
顛
勢
も
略
々
斯
の
如
き
も
の
で

あ
っ
た
ら
う
と
想
察
し
、
（
即
ち
之
に
よ
り
月
氏
の
大
宛
通
過
と
は
、
営
時
匈
奴
日
逐
王
の
勢
力
下
に
し
て
、
且
水
草
其
他
の
開
係

上
全
く
大
民
族
移
動
不
能
な
り
し
タ
ｙ
ム
諸
國
や
、
兵
疆
の
康
居
（
わ
バ
つ
）
を
通
過
せ
す
し
て
、
後
の
烏
孫
の
都
赤
谷
城
ナ
リ
ン
Ｊ

ル
方
面
よ
り
直
ち
に
西
進
し
、
牧
草
に
富
む
熱
海
畔
ｔ
ナ
ル
ウ
イ
ン
ス
ク
よ
り
葱
嶺
の
綾
き
フ
ェ
ル
ガ
ナ
ケ
ツ
テ
の
テ
レ
ク
峠
を
越

え
、
富
み
て
兵
弱
き
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
大
宛
に
入
り
、
ウ
ス
ダ
ン
ー
ウ
ラ
チ
ュ
ー
ブ
（
貳
師
城
？
）
を
経
て
ン
グ
ド
地
方
に
出
で
た
事
と

推
察
さ
れ
る
）
、
且
つ
之
を
以
て
次
に
大
月
氏
國
の
位
置
の
比
定
に
賓
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

［
第
六
節
註
］

①

　

洛
那
國
散
大
宛
國
也
、
都
貴
山
城
（
魏
書
西
域
傅
）
〔
洛
那
が
破
の
字
溌
落
せ
る
も
の
な
る
は
同
傅
總
序
其
他
に
破
洛
那
と
あ
る
に
採
り
て
明
〕

　
　

畷
汗
國
都
葱
嶺
之
西
五
百
鎔
里
、
古
渠
捜
國
也
（
隋
書
）
。
察
遠
者
本
校
汗
那
或
日
銀
汗
、
元
魏
時
謂
破
洛
那
…
…
（
一
に
同
｛
ｙ
｝
以
渇
塞
積
儒
休
循

　
　

都
督
（
肩
書
）
。
此
の
渠
捜
國
は
文
膚
異
物
志
に
大
頭
痛
小
頭
痛
山
、
皆
渠
捜
之
東
、
疏
勒
之
西
と
見
ゆ
る
葱
西
の
渠
捜
に
し
て
、
休
循
の
事
で

　
　

あ
る
。
渇
塞
は
Ａ
ｋ
ｓ
i
-
ｋ
ａ
t
或
は
Ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
と
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
肩
の
西
域
諸
都
督
府
に
附
せ
ら
れ
た
る
古
國
名
が
必
ず
し
も
其
賞
際
の

　
　

所
在
地
と
全
然
一
致
す
る
も
の
か
否
か
は
疑
ふ
可
き
も
、
斯
様
な
休
循
都
督
・
大
宛
都
督
の
如
き
は
少
く
と
も
其
管
轄
地
内
に
幾
分
に
て
も
其

　
　

敵
地
か
或
は
故
民
を
合
ん
で
ゐ
た
が
錫
に
附
さ
れ
た
名
将
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
〕
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②

　

漢
書
李
廣
利
傅
に
は
漢
将
李
廣
李
の
宛
都
進
攻
に
際
し
一
将
王
申
生
は
数
千
の
兵
を
串
ゐ
で
大
軍
を
離
る
ｉ
こ
と
二
百
里
、
此
の
鬼
逡
域
郁
成

　
　

を
攻
め
た
と
あ
る
。
然
し
必
４
　
し
も
大
軍
を
去
る
二
百
里
は
宛
都
を
去
る
二
百
里
の
同
意
と
は
受
け
取
れ
な
い
。

③

　

余
は
前
に
「
匈
奴
西
移
年
表
・
附
フ
ッ
１
１
匈
奴
に
囲
す
る
再
考
察
」
（
東
洋
史
研
究
二
の
Ｉ
）
に
於
て
、
蘇
読
を
以
て
通
況
の
如
^
　
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
或
は

　
　

Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
-
i
-
Ｓ
ａ
ｂ
ｚ
と
せ
る
篤
晋
書
が
康
居
王
居
蘇
読
破
と
あ
る
を
以
て
、
康
居
が
晋
代
南
移
せ
る
誼
と
し
た
る
も
、
如
斯
蘇
読
が
大
宛
東
方
の
地

　
　

た
る
こ
と
確
定
し
た
る
上
は
、
晋
書
の
同
記
事
を
、
匈
奴
の
シ
ル
ダ
リ
ア
ド
涜
北
岸
地
方
掩
有
の
結
果
、
康
居
は
中
心
を
東
方
に
後
退
せ
る
事

　
　

を
物
語
る
も
の
と
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
漢
武
の
大
宛
征
伐
時
に
上
述
郁
成
王
は
敗
走
し
て
康
居
に
逃
れ
た
が
漢
許
は
迫
撃
、
康
居
に
要

　
　

求
し
て
之
が
引
渡
し
を
受
け
た
。
之
は
恐
ら
く
郁
成
が
テ
レ
ク
峠
を
越
え
て
ナ
リ
ン
ス
『
・
に
出
で
、
常
時
東
方
烏
孫
は
漢
の
味
方
に
傾
い
て
ゐ

　
　

た
の
で
、
共
よ
り
北
し
て
こ
の
蘇
蓬
の
如
き
に
逃
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。

④

　

尤
も
石
國
は
周
圓
一
千
唐
里
の
地
で
あ
り
、
大
唐
西
域
記
に
も
「
詩
時
國
（
唐
言
石
國
）
周
予
鈴
里
、
西
臨
葉
。
東
西
狭
・
南
北
長
。
…
…
…

　
　

劉
測
罰
、
剤
郡
部
奪
胎
側
㈱
劃
。
」

　

と
あ
る
程
な
れ
ば
、
認
代
其
地
の
一
部
が
康
居
の
地
で
あ
っ
た
事
位
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
魏
書

　
　

の
者
舌
國
の
如
き
或
は
其
１
　
て
康
居
の
地
で
め
っ
た
部
分
に
建
も
し
も
の
か
ｏ

⑧

　

史
記
大
宛
傅
の
他
の
一
節
に
大
月
氏
を
大
宛
の
西
可
二
三
予
里
と
せ
る
は
、
嬌
水
（
オ
ク
ズ
ス
）
の
南
な
る
大
夏
を
以
て
大
宛
の
西
南
二
千
餓
里

　
　

と
せ
る
に
徴
し
て
も
眺
な
ら
ん
は
既
述
せ
り
。
之
は
恐
ら
く
張
箭
（
大
宛
傅
は
彼
の
紀
行
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
）
が
大
り
氏
に
至
る
に
大
宛
よ

　
　

り
康
居
に
坦
ら
れ
、
其
よ
り
大
月
氏
に
廻
坦
さ
れ
た
結
果
で
あ
ら
う
。
彼
が
大
月
氏
と
の
匈
奴
挟
撃
同
盟
に
成
功
し
な
か
っ
た
錫
に
故
意
に
大

　
　

月
氏
を
曖
昧
に
逍
西
の
國
の
如
く
報
告
し
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
之
は
飽
り
穿
ち
過
ぎ
か
も
知
れ
ぬ
。
何
れ
に
し
て
も
本
文
は
大
宛
・
大
月

　
　

氏
の
隣
接
状
態
を
知
る
に
足
る
史
料
で
は
な
い
。

巾

　
　
　
　
　

七
、
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
領
有
と
バ
ク
ト
リ
ア
支
配

Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
領
有

　

前
章
に
於
て
論
澄
し
た
る
大
宛
の
西
南
境
心
競
態
に
よ
っ
て
も
、
貞
ち
に
大
月
氏
が
大
宛
と
境
を
接
し
、
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揖
水
（
作
ご
の
北
方
、
大
宛
の
祁
貴
山
城
即
ち
カ
サ
ン
よ
り
約
七
百
漢
里
の
地
に
王
庭
を
定
め
た
こ
と
が
解
る
け
れ
ど
も
（
尤
も
之

を
漢
書
が
、
史
記
に
大
夏
の
都
と
篤
せ
る
藍
市
４
　
と
同
名
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
監
氏
城
と
記
せ
る
は
恩
師
羽
田
博
士
の
論
考
に
あ
る
如

く
誤
で
あ
シ
更
に
史
記
大
宛
傅
・
漢
書
西
域
傅
の
大
月
氏
記
事
を
參
照
す
れ
ば
彼
が
其
地
方
に
戸
十
萬
、
口
四
十
萬
の
大
國
を
建

て
た
る
こ
と
、
即
ち
大
月
氏
は
大
破
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
を
領
有
し
、
以
て
嬬
南
の
所
謂
バ
ク
ト
リ
ア
に
あ
り
し
大
夏
（
琴
回
心

肘
認
鸚
蔀
藍
特
認
討
娑
心
に
匹
墟
）
を
臣
湯
せ
し
め
た
舷
勢
も
充
分
推
知
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
に
も
不
拘

撒
茲
に
先
づ
一
座
月
氏
の
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
領
有
を
考
察
せ
ん
と
ず
る
の
は
、
従
来
同
地
方
が
大
月
氏
の
有
で
た
く
、
却
っ
て
（
大
月

氏
の
中
亜
移
住
前
及
後
に
も
）
康
居
の
属
地
で
あ
っ
た
如
き
考
が
相
営
に
有
力
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

従
来
こ
の
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
が
康
居
の
属
地
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
況
の
根
修
に
は
大
儒
出
張
驀
が
始
め
て
大
月
氏
に
使
し
た
時

の
経
路
を
ば
史
記
大
宛
傅
に

　
　

（
驀
）
出
朧
西
、
経
匈
奴
。
匈
奴
得
之
。
…
…
（
四
旱
于
）
留
驀
１
　
除
歳
。
…
…
然
驀
持
漢
節
不
失
、
居
匈
奴
中
、
盆
寛
。
驀
因
呉
其

　
　

湯
亡
郷
月
氏
、
西
走
数
十
日
、
至
大
宛
。
一
一
］
・
・
‐
驀
曰
篤
漢
使
月
氏
…
…
、
唯
王
使
人
導
浪
我
。
誠
得
至
。
反
漢
、
漢
之
賂
遺
王

　
　

財
物
、
不
可
勝
言
。
大
宛
以
篤
然
、
造
１
　
、
襲
導
扉
抵
康
居
。
康
居
傅
致
大
月
氏
。

と
驀
は
大
宛
よ
り
康
居
を
経
て
、
大
月
氏
に
至
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
、
大
宛
と
大
月
氏
の
中
間
に
は
康
居
の
領
土
が

存
し
た
の
で
は
な
い
か
。
開
而
し
て
史
記
大
宛
傅
は
大
月
氏
を
以
て
「
在
大
宛
西
可
二
三
千
里
、
居
揖
水
北
」
と
し
て
ゐ
て
、
大
宛

よ
り
非
常
に
離
れ
て
ゐ
る
織
で
あ
る
か
ら
其
間
の
ン
グ
ド
地
方
が
康
居
の
有
で
あ
っ
て
も
少
し
も
情
況
に
不
適
で
は
な
い
問
殊
に
隋

書
・
通
典
・
唐
書
は
こ
の
ン
グ
ド
地
方
を
薔
康
居
の
地
と
明
記
し
て
居
、
叉
後
漢
書
に
康
居
に
属
せ
り
と
あ
る
栗
犬
國
の
如
き
も
、

粟
大
の
１
　
字
と
見
得
、
ン
グ
ド
、
が
康
居
に
湯
し
た
一
１
　
と
解
憚
で
き
よ
う
と
云
ふ
様
な
こ
と
が
學
げ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
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ん

　
　

然
し
乍
ら
之
等
の
諸
理
由
を
検
討
す
る
に
何
れ
も
有
力
な
も
０
で
は
た
い
。
（
此
の
他
に
も
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
康
居
説
の
諸
根
條
が
皐

ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　

げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
其
等
が
何
れ
も
安
富
で
な
い
こ
と
は
桑
原
博
士
「
藤
田
君
の
貴
山
城
及
び
監
氏
城
考
を
讃
む
」
に
明
で
あ
る
）

第
一
に
張
驀
が
大
月
氏
に
至
る
に
、
大
宛
王
導
謬
を
登
し
て
之
を
康
居
に
抵
し
、
康
居
之
を
大
月
氏
に
傅
致
し
た
こ
と
は
、
必
ず

レ
炎
宛
・
酉
に
鴬
・
箆
（
に
汀
特
羅
皆
皆
図
）
が
介
在
し
た
鐙
抹
に
は
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
驀
は
漢
と
大
月
氏

と
の
二
大
強
國
を
結
び
て
匈
奴
に
向
は
し
む
る
大
使
命
を
有
す
る
使
節
で
あ
り
、
之
が
傅
致
は
西
域
諸
國
、
殊
に
大
月
氏
と
匈
奴
と

雨
方
に
覇
事
し
て
ゐ
た
康
居
（
一
匹
宛
゛
に
取
っ
て
は
大
問
題
で
あ
る
。
富
み
て
弱
き
大
宛
が
兵
疆
の
康
居
゛
心
一
宛
）
の
意
を
恐
れ
て
先
づ

之
を
廻
導
し
た
の
は
寧
ろ
富
然
の
こ
と
瓦

″
禄
詣
詣
離
卸
銘
範
讐
蒜
）
、
叉
上
掲
傅
文
の
文
意
よ
り
見
て
も
張
驀

が
康
居
の
逡
隅
を
輦
に
通
過
し
た
丈
け
な
ら
ば
決
し
て
此
の
様
な
記
事
を
載
せ
る
鐸
が
な
い
。
張
驀
は
大
宛
よ
り
一
席
康
居
の
郡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

送
ら
れ
て
、
再
び
康
居
の
手
よ
り
大
月
氏
に
渡
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
爰
富
で
あ
る
。
第
二
に
大
月
氏
が
大
宛
の
西
可
二
三
千
里

　
　
　

4
4

と
云
ふ
大
宛
傅
の
数
字
が
、
其
よ
り
遠
い
筈
の
大
夏
を
以
て
可
二
千
里
と
し
て
ゐ
る
の
よ
り
し
て
信
憑
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
た
る
は

　
　
　

一

厘
述
し
た
通
り
で
、
之
を
以
て
漢
書
の
明
文
を
否
定
し
得
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
寧
ろ
此
西
二
三
千
里
の
数
字
を
生
か
し
て
考
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

れ
ば
、
之
は
張
驀
が
大
宛
よ
り
康
居
王
都
に
廻
送
せ
ら
れ
、
其
よ
り
又
大
月
氏
に
傅
致
せ
ら
れ
た
る
迂
廻
路
の
距
離
が
不
用
意
に
大

宛
傅
に
傅
へ
ら
れ
た
も
の
と
解
す
可
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
唐
書
の
康
居
小
王
故
地
況
の
荒
唐
１
　
稽
な
る
は
既
述
の
如
け
れ
ば
論
無

し
と
し
て
、
隋
書
及
び
通
典
が
隋
唐
時
代
の
康
國
・
米
國
・
何
國
等
何
れ
も
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
方
面
に
在
り
し
諸
小
國
を
以
て
荷
康
居
之

地
と
記
し
て
ゐ
る
は
全
頭
如
何
に
解
す
可
き
か
と
云
ふ
に
、
之
は
同
書
が
共
に
続
け
て

　
　

其
王
本
姓
温
、
月
氏
人
也
。
奮
居
祁
連
山
北
昭
武
城
。
因
被
匈
刎
岬
町
西
踪
葱
嶺
。
遂
有
其
國

と
記
し
て
居
る
に
抹
つ
て
も
、
之
の
茜
と
云
ふ
の
は
月
氏
の
中
亜
移
住
前
の
積
り
で
書
い
て
ゐ
る
に
外
な
ら
ぬ
。
繰
返
し
謂
ふ
如
く



μ7

史
・
漢
の
中
亜
諸
國
の
記
事
は
殆
ど
總
て
月
氏
の
移
住
後
の
状
勢
に
か
ｉ
る
に
不
拘
、
斯
様
に
通
典
隋
書
の
如
き
唐
代
所
撰
書
が
突

然
月
氏
移
住
前
の
事
情
を
記
し
て
ゐ
る
の
は
甚
だ
賀
否
不
明
怪
む
可
き
も
、
兎
に
角
仮
り
に
此
記
載
を
以
て
賀
正
の
事
賓
を
傅
へ
し

史
料
と
見
倣
せ
ば
、
之
は
ツ
グ
ド
地
方
は
月
氏
移
住
即
ち
一
三
三
－
一
二
九
以
前
に
於
て
は
康
居
の
地
た
り
し
も
、
月
忿
の
移
住
す

る
に
及
び
て
、
其
地
は
月
氏
領
と
な
り
て
、
漢
書
所
記
の
如
き
大
宛
・
大
月
氏
隣
接
の
事
象
を
致
せ
る
こ
と
を
示
す
史
料
な
り
と
解

す
る
外
は
無
い
謬
四
あ
る
。
要
す
る
に
後
世
の
史
料
た
る
隋
書
通
典
の
奮
康
居
之
地
記
事
は
厭
く
迄
怪
む
可
く
、
恢
り
に
之
を
員
賓

を
傅
ふ
る
も
の
と
し
て
も
、
た
ゞ
ン
グ
ド
地
方
は
月
氏
西
移
前
は
嘗
て
康
居
の
地
で
あ
っ
た
が
、
月
氏
の
中
亜
移
住
に
よ
っ
て
其
は

月
氏
の
住
む
處
と
な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
丈
け
で
、
決
し
て
之
が
大
月
氏
の
中
亜
移
住
後
に
於
て
も
ン
グ
ド
地
方
が
康
居
の
地
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
な
ぞ
に
は
如
何
に
し
て
も
見
得
な
い
の
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。

　

叉
後
漢
書
西
域
傅
に
見
ゆ
る
「
栗
大
属
康
居
」
の
栗
大
は
、
成
る
程
晋
書
に
「
（
康
居
）
輿
粟
大
、
伊
列
隣
接
」
と
あ
る
の
よ
り
見

て
も
粟
大
の
誤
で
あ
る
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
が
、
然
し
こ
の
粟
氏
を
以
て
Ｓ
ｏ
ｇ
ｈ
ｄ
.
　
　
　
　
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
　
　
　
Ａ
Ｊ
見
、
後
漢
代
に
於
て
も
ン

グ
デ
ィ
ア
ナ
は
康
居
の
属
地
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
爰
富
で
な
い
。
何
故
な
ら
ば
粟
大
は
後
魏
時
代
に
は
粟
特
國
と
し
て
寫
さ
れ
た

も
の
で
、
魏
書
に
は

　
　

粟
特
國
、
在
葱
嶺
之
西
。
古
之
奄
蔡
、
一
名
温
那
沙
。
居
大
洋
。
有
康
居
西
北
。

と
あ
り
、
通
典
に
は

　
　

奄
蔡
、
至
後
漢
改
名
阿
蘭
那
國
。
後
魏
時
曰
粟
特
國
、
一
名
温
那
沙
。
…
…
…
…
粟
大
、
後
魏
通
焉
。
在
葱
嶺
〔
西
〕
。
一
－
祁
菓

　
　

ｌ
ｊ

　
　

特
在
安
息
北
五
千
里
。

と
あ
る
も
の
で
、
北
方
ア
ソ
フ
海
に
臨
む
ク
リ
ミ
ア
牛
島
の

　

Ｓ
ｕ
ｇ
ｄ
ａ
ｋ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
柁
に
こ
に
こ
　
　
に
一
万
一
Ｊ
に
謡
臨
匹
四
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鷲

<
3で
）
・
唯
ご

粟
特
各
有
君
長
」
と
断
っ
て
ゐ
る
の
よ
り
見
て
誤
で
、
魏
殷
は
其
二
國
が
飴
り
に
接
近
し
た
同
類
の
國
で
あ
っ
た
篤
に
誤
っ
て
一
國

と
考
へ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
尤
も
此
十
三
州
志
の
所
記
に
し
て
も
矢
張
り
粟
特
が
南
方
の
ン
グ
デ
ィ
ア
に
非
ざ
る
こ
と
を
示
し
て

ゐ
’
・
・
何
故
な
ら
ば
ヽ
若
し
粟
特
が
左
様
に
遠
察
の
ン
グ
ダ
イ
ア
回

収
）
と
並
記
し
ｔ
「
各
有
君
長
」
な
ぞ
と
注
記
す
る
の
必
要
が
あ
ら
う
か
と
云
ふ
詳
に
な
る
か
ら
ｒ
あ
ら
・
（
Ｊ
回
心
｛
『
齢

を
中
心
と
す
る
ツ
グ
デ
イ
ア
地
方
に
非
ず
し
て
此
の
－
Ｓ
ｕ
ｇ
ｄ
ａ
ｋ
　
ｔ
*
る
』
⑤

こ
と
は
、
余
の
既
に
Ｆ
・
ヒ
ル
ト
博
士
の
論
考
を
誼
し
た
る
處
で
あ
る

　

要
す
る
に
余
は
以
上
の
考
怨
に
於
て
、
Ｂ
・
Ｃ
・
一
三
三
－
こ
一
九
、
月
氏
が
大
宛
國
な
る
フ
ェ
ル
ガ
ナ
を
通
過
し
て
オ
ク
サ
ス
の

北
に
移
住
し
た
後
に
於
て
は
、
漢
書
の
明
文
通
り
大
月
氏
國
は
大
宛
と
境
を
接
レ
ー
グ
ダ
イ
；
（
皆
ぼ
頷
鸚
に
鸚
噛
）

を
領
有
し
た
と
解
す
る
外
無
く
（
か
く
て
こ
そ
後
述
の
如
く
バ
ク
ト
リ
ア
内
地
に
移
住
し
た
も
の
で
た
い
大
月
氏
四
十
萬
の
住
所
も

了
解
出
来
、
又
大
月
氏
が
遠
く
北
チ
ム
ケ
ン
ト
叉
は
ツ
ル
ケ
ス
タ
ン
附
近
に
王
都
を
有
せ
る
康
居
を
頴
慶
し
得
た
事
情
も
解
る
詳
で

あ
っ
て
）
、
漢
書
の
明
文
に
背
馳
し
て
迄
も
、
月
氏
が
中
亜
に
移
住
し
た
後
に
於
て
康
居
が
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
属
地
と
し
て
所
有
せ
る

如
く
解
す
可
き
何
等
の
正
富
な
る
根
掠
及
理
由
の
存
せ
ざ
る
こ
と
を
明
か
に
し
得
た
と
信
す
る
。

　

但
し
大
月
氏
の
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
占
住
に
罰
す
る
其
以
上
の
詳
細
な
る
事
情
は
餓
り
明
Ｆ

１
と
よ
晶
言
堂
（
四
辺
頌
回
付
詔
肘
皿
謬
雑
）
に
在
っ
た
こ
と
は
解
っ
て
も
、
之
が
果
し
て
Ｓ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ

か
否
か
は
解
ら
な
い
。
四
周
に
開
し
て
は
上
述
の
如
き
東
北
逡
に
於
け
る
大
宛
國
と
の
開
係
の
外
に
、
北
方
に
於
い
て
は
キ
ジ
ル
ー
ク

ム
を
距
て
ｘ
康
居
に
對
し
、
之
を
祠
毫
し
、
東
方
に
於
て
は
所
謂
南
道
の
國
難
兜
堀
賓
所
國
と
ア
＜
ダ
リ
ア
の
大
支
流
Ｖ
ａ
ｋ
ｈ
ｓ
ｈ
河
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ダフジ

を
以
て
隣
に

Ｊ

西
方
安
息
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
ｉ
ａ
）
に
は
数
千
里
四
十
九
日
の
行
程
に
於
て
隣
し
、
南
は
嬬
水
オ
ク
ズ
ス
を
距
て
I
＾
　
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｔ
ｒ
i
a
　
　
Ｑ

人
口
百
萬
の
大
夏
に
對
し
て
、
之
を
服
屡
せ
し
め
ゐ
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
等
隣
接
開
係
及
び
大
月
氏
が
戸
数
十
萬

人
口
四
十
萬
、
勝
兵
十
萬
の
大
國
を
形
成
し
た
こ
と
を
（
而
も
其
が
後
述
の
如
く
バ
ク
ト
リ
ア
方
面
に
迄
は
延
び
ゐ
ざ
り
し
こ
と
を

併
せ
）
考
ふ
れ
ば
之
が
古
の
所
謂
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
地
と
云
ふ
よ
り
寧
ろ
殷
密
に
ゼ
ラ
フ
シ
ャ
ン
流
域
、
バ
ク
シ
ュ
ー
オ
ク
ズ
ス
河

北
、
ウ
ズ
ペ
キ
ス
タ
ン
ー
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
西
牛
部
の
地
方
に
占
住
し
（
張
驀
到
達
時
に
は
未
だ
遊
牧
生
活
を
営
み
し
も
、
漢
書
の
記

す
時
代
に
は
早
く
も
農
耕
を
瞥
み
安
息
（
パ
ル
チ
ャ
）
と
同
様
の
文
明
に
達
し
）
居
た
こ
と
を
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
（
狗
、
上
述

の
隋
書
通
典
に
見
ゆ
る
康
國
・
何
國
等
所
謂
昭
武
大
月
氏
の
諸
國
を
以
て
漢
代
に
於
け
る
大
月
氏
の
版
圖
と
目
し
、
叉
其
他
の
後
世

史
料
を
以
て
す
れ
ば
、
其
疆
域
も
相
営
詳
密
に
比
定
し
得
心
。
然
共
既
述
の
如
く
余
は
是
等
史
料
の
鋸
偽
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら

今
は
唯
史
漢
の
記
事
に
従
ひ
て
大
服
を
推
察
す
る
に
止
む
可
き
で
あ
る
。
）

　

Ｓ
、
Ｂ
ａ
ｃ
ｔ
ｒ
i
a
支
配

　

斯
様
に
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
領
有
し
た
大
月
氏
が
南
オ
ク
サ
ス
を
越
え
て
、
バ
ク
ト
リ
ア
地
方
に
百
萬
の
人

口
を
有
せ
る
大
夏
を
服
従
せ
し
め
た
の
は
、
史
記
大
宛
傅
の
よ
れ
ば
、
張
驀
が
大
月
氏
に
到
達
す
る
以
前
に
完
成
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か

ら
、
月
氏
の
西
移
以
後
、
張
驀
到
達
以
前
即
ち
西
紀
前
二
三
下
二
一
九
の
間
に
遂
行
せ
ら
れ
た
詳
で
あ
る
。

　

然
し
乍
ら
茲
に
最
も
注
意
す
べ
き
は
。
従
来
の
蓋
誕
の
如
く
に
月
氏
は
こ
の
大
夏
匙
征
服
し
其
地
バ
ク
ト
リ
ア
に
雪
崩
れ
込
ん
で
、

こ
ｘ
に
大
月
氏
國
を
建
て
た
と
考
へ
る
の
は
、
全
く
誤
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
斯
の
事
に
開
し
て
は
既
に
桑
原
博
士
「
張
驀

の
遠
征
」
や
、
羽
田
博
士
「
大
月
氏
及
ぴ
貴
霜
に
就
い
て
」
の
周
到
た
る
諭
鐙
あ
り
、
最
早
排
述
を
要
せ
な
い
處
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
月
氏
は
オ
ク
ズ
ス
河
北
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
に
定
住
し
て
、
河
南
の
大
夏
を
所
謂
輩
に
箱
廳
し
た
る
も
の
に
し
て
、
大
夏
の
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⑧

Ｊ

　

分
治
者
た
る
五
部
佃
侯
の
如
き
も
、
決
し
て
大
月
氏
種
で
は
な
く
、
大
夏
従
前
の
小
君
長
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

ダ

　
　

唯
｀
余
は
大
宛
傅
に
見
ゆ
る
大
夏
の
が
藍
市
城
（
い
い
）
に
は
少
数
の
月
氏
人
移
住
せ
り
と
謂
ふ
よ
り
寧
ろ
該
太

る
都
に
非
ず
し
て
大
月
氏
の
離
宮
或
は
總
督
府
所
在
地
を
謂
へ
る
も
の
と
見
る
。
何
故
な
ら
ば
大
夏
は
、
大
宛
傅
に

　
　

（
大
夏
）
無
大
王
長
。
往
往
城
邑
置
小
長
。
―
－
・
ｌ
ｌ
ｓ
及
大
月
氏
西
徒
、
攻
敗
之
。
皆
臣
畜
大
夏
。
…
…
北
ハ
都
曰
藍
市
城
。

と
あ
り
て
、
小
王
五
翻
侯
が
和
１
　
城
・
雙
扉
城
・
護
満
城
・
薄
茅
城
・
高
附
城
に
於
て
分
治
し
、
大
君
長
は
無
か
っ
た
（
１
　
１
）
の
で
あ

る
か
ら
、
其
等
の
總
首
都
た
る
藍
市
城
は
月
氏
王
の
離
宮
又
は
總
督
府
と
見
る
外
な
い
か
ら
で
、
張
驀
が
大
月
氏
に
使
し
、
漢
と
共

に
匈
奴
を
挾
撃
せ
ん
こ
と
を
勧
誕
せ
る
時
、
大
月
氏
よ
り
更
に
大
夏
に
迄
足
を
延
ば
し
て
遂
に
月
氏
の
要
領
を
得
ず
し
て
錨
つ
た
こ

　
　

（
大
月
氏
）
地
肥
饒
少
寇
、
志
安
楽
。
又
自
以
遠
漢
、
殊
無
報
胡
之
心
。
驀
従
月
氏
至
大
夏
。
竟
不
能
得
月
氏
要
領
。
留
歳
余
、

　
　

還
並
南
山
。

も
、
張
鳶
が
月
氏
王
庭
よ
り
、
こ
の
バ
ル
ク
な
る
月
氏
の
離
宮
又
は
總
督
府
赴
い
て
勧
況
せ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　

然
し
乍
ら
此
の
バ
ル
ク
に
於
け
る
少
数
の
月
氏
官
吏
も
西
紀
前
二
〇
年
頃
に
於
け
る
貴
霜
（
内
£
～
）
王
朝
の
諸
浦
侯
統
　

９

に
は
、

恐
ら
く
追
放
、
或
は
征
服
の
憂
目
に
遭
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

【
第
七
節
註
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

①

　

羽
田
博
士
「
大
月
氏
及
び
貴
霜
に
就
い
て
」

　

（
史
學
雑
誌
四
一
の
九
。
一
〇
ｊ
ご
二
頁
）
。
付
、
史
・
漢
共
に
大
月
氏
に
王
庭
の
所
在
を
「
嬌
水

　
　

北
」
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
以
て
嬌
水
に
臨
め
る
地
と
解
す
る
必
要
無
き
事
、
桑
原
博
士
「
藤
田
君
の
貴
山
城
及
び
監
氏
城
考
を
蹟
む
」
に

　
　

見
り
。
（
安
息
の
如
く
賞
際
に
沿
岸
の
市
は
臨
場
水
（
大
宛
傅
）
と
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
）

― 48 ―

⑨ル
Ｗ

に

は

少

数

の

月

氏

人

移

住

せ

　

り

　

と

　

謂

　

｡も

　

よ

　

り

寧

ろ

該

市

は

大

夏

人

の

有

せ



４２７

②

　

薦
文
七
ノ
ー
フ
こ
一
及
東
西
交
通
史
論
叢
所
載
。
同
博
士
は
大
宛
の
貴
山
城
を
つ
Ｉ
ヂ
ェ
ン
ド
と
見
ら
れ
た
れ
ば
、
此
の
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
大

　
　

月
氏
領
有
誕
も
其
れ
に
立
脚
せ
る
箇
所
あ
り
。
貴
山
城
は
上
誕
の
如
く
カ
サ
ン
な
れ
ば
其
箇
所
の
み
は
省
略
す
る
も
、
他
は
従
ふ
可
き
で
あ
る
。

　
　

叉
監
氏
城
を
以
て
Ｓ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
と
儒
す
こ
と
は
、
し
か
く
理
由
あ
る
こ
と
で
な
い
こ
と
羽
田
博
士
（
同
上
）
の
論
考
の
如
し
。

④

　

康
居
の
郡
卑
閥
城
は
略
今
の
チ
ム
ケ
ン
ト
、
ト
ル
ケ
ス
タ
ン
附
近
に
在
つ
だ
如
く
で
あ
る
（
白
鳥
博
十
「
康
居
考
」
）
か
ら
、
張
麿
は
大
宛
の
都
カ

　
　

サ
ン
よ
り
是
に
逡
ち
れ
、
之
よ
り
叉
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
を
経
で
西
南
向
し
て
シ
ル
ダ
リ
ア
を
渡
り
、
所
謂
侠
餓
ス
テ
ッ
プ
を
越
え
て
J
i
ｚ
ａ
ｋ
に
出

　
　

て
て
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
一
市
大
月
氏
の
王
庭
に
建
せ
る
か
、
或
は
康
居
の
都
よ
り
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
を
紺
、
大
宛
の
領
内
た
る
っ
Ｉ
ジ
ェ
ン
ド
、

　
　

ウ
ラ
チ
ュ
ー
プ
を
紺
て
大
月
氏
王
庭
に
達
し
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ら
う
。

④

　

藤
田
博
士
「
大
宛
の
貴
山
城
と
月
氏
の
王
庭
」
が
、
唐
書
通
典
隋
書
の
康
居
敵
地
記
事
を
信
憑
使
用
し
、
逞
に
之
と
史
記
漢
書
に
（
康
居
の
地

　
　

を
奪
っ
た
と
云
ふ
記
事
が
見
え
ず
し
て
）
月
氏
が
大
夏
を
服
し
た
と
云
ふ
記
事
あ
る
と
を
併
行
さ
廿
・
て
大
月
氏
は
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
に
入
ら
す
し

　
　

て
直
ち
に
南
方
オ
ク
ズ
ス
上
流
地
方
に
入
り
て
大
夏
を
服
賜
せ
り
と
云
ふ
誕
を
立
て
ら
れ
た
の
は
桑
原
博
士
の
反
對
せ
ら
れ
た
通
り
妥
常
で
な

　
　

い
。
隋
唐
書
の
記
事
を
以
て
漢
書
の
記
事
を
嵯
す
る
こ
と
の
不
可
な
る
は
謂
ふ
迄
も
無
い
が
、
賀
り
に
こ
の
通
典
・
隋
書
等
の
記
事
を
以
て
信

　
　

用
す
べ
く
史
・
漢
の
記
事
の
不
備
を
補
ふ
底
の
も
の
と
見
倣
し
て
も
、
其
上
牛
部
（
康
居
敵
地
記
事
）
の
み
を
援
用
し
て
、
月
氏
が
匈
奴
に
逍

　
　

は
れ
て
葱
嶺

　

（
茲
で
は
其
一
部
な
る
Ｆ
ｅ
ｒ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
t
t
ｅ
）
　
　
　
｡
５
ｊ
越
え
て
直
ち
に
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
を
服
属
し
た
如
き
文
意
を
有
つ
此
下
牛
部

　
　

の
文
句
を
ば
捨
て
Ａ
用
ひ
な
い
の
は
宜
し
く
な
い
。
叉
史
記
大
宛
傅
（
上
掲
）
に
大
宛
西
則
大
月
氏
、
西
南
則
大
夏
の
西
に
注
意
せ
よ
。

④

　

拙
文
「
匈
奴
西
移
年
表
、
附
フ
ッ
ネ
ソ
ー
匈
奴
の
再
考
察
（
東
洋
史
研
究
二
の
Ｉ
）
第
六
章
（
Ｃ
）
粟
特
國
の
比
定
」
參
照
。
尤
も
同
論
文
に
於

　
　

て
は
後
漢
書
の
栗
弐
は
、
魏
書
の
粟
特
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
如
く
見
て
ゐ
た
が
、
雨
者
を
別
と
す
べ
き
根
採
無
く
之
は
矢
張
り
通
典
の
明
文

　
　

に
従
っ
て
同
一
の
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
す
、
従
っ
て
魏
書
の
粟
特
國
と
同
じ
ク
^
｡
。
　
Ｋ
牛
島
の
ス
グ
ダ
ク
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
後
良
書
が
栗
戈

　
　

を
、
康
居
に
賜
し
且
つ
其
北
部
に
在
り
し
奄
蔡
（
常
時
阿
蘭
・
聊
國
）
巌
國
と
並
畢
し
て
ゐ
る
部
分
に
記
し
て
ゐ
る
の
も
、
栗
戈
が
決
し
て
南

　
　

方
の
地
で
な
く
、
阿
蘭
・
聊
・
巌
國
等
と
共
に
北
方
カ
ス
ピ
ー
ア
ソ
フ
北
岸
に
存
せ
し
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
其
國
が
水
土
美
に
し
て

　
　

一
萄
及
び
葡
葡
酒
の
生
産
y
)
富
め
る
も
亦
ク
リ
ミ
ア
牛
島
の
地
勢
に
全
く
一
致
す
る
も
の
で
為
名
。
ク
リ
'
I
t
ア
牛
島
は
亜
熱
帯
植
物
殊
に
葡
萄
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に
富
み
葡
萄
酒
０
　
名
産
地
で
あ
る
。

⑧

　

爾
賓
國
の
位
置
。
「
（
難
兜
國
）
西
南
至
鉛
賓
三
百
三
十
里
北
奥
休
循
、
西
具
大
月
氏
接
」
（
漢
書
）
・
「
一
源
西
出
掲
毒
之
國
…
…
河
源
潜
妾
其
嶺

　
　

分
認
二
水
、
一
水
西
巡
休
循
國
南
、
在
葱
嶺
西
、
又
巡
難
兜
國
北
。
北
接
休
循
西
南
去
罰
賓
國
三
百
四
十
里
、
河
水
又
西
逞
鉛
賓
國
北
」
（
水

　
　

紺
注
）
・
」
（
鉛
庭
國
）
東
北
至
難
兜
國
九
日
行
。
西
北
具
大
月
氏
、
西
南
具
烏
氏
山
離
接
」
（
漢
書
）

　

其
他
の
史
料
よ
り
考
ふ
る
に
難
兜
の
北

　
　

擾
は
休
循
（
ア
ラ
イ
）

　

の
南
に
接
綾
し
、
椙
毒
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
よ
り
登
し
て
西
行
す
る
Ｖ
ａ
ｋ
ｈ
ｓ
ｈ
河
(
Ｐ
ａ
r
ｊ
ａ
と
合
し
て
ア
ム
ダ
リ
ア
と

㎜¶50

　
　

な
る
。
水
細
注
の
此
の
指
毒
に
登
し
休
循
の
南
を
過
ぐ
る
一
水
が
バ
フ
シ
河
な
る
は
少
し
く
文
面
を
詳
見
せ
ば
何
人
も
之
を
認
む
べ
し
。
水
細
注

　
　

は
同
水
が
パ
ン
ヂ
ヤ
と
合
し
て
ア
ム
ダ
リ
ア
と
な
り
安
息
に
至
り
て
西
海
カ
ス
ピ
雷
直
i
.
ａ
ｃ
ｕ
ｓ
ア
ラ
ル
に
注
ぐ
こ
と
を
按
記
す
る
も
の

　

〔
ア

　
　

ム
ダ
リ
ア
は
古
代
一
分
流
を
ア
ラ
ル
に
、
ウ
ズ
ボ
イ
分
流
を
カ
ス
ピ
に
途
れ
り
〕
）
が
休
循
印
も
ア
ラ
イ
高
原
の
南
を
過
ぎ
来
れ
る
に
臨
み
、
鯖

　
　

賓
は
更
に
共
西
南
三
百
三
・
四
十
漢
里
九
日
行
の
地
、
同
じ
く
バ
フ
シ
川
の
南
に
在
り
し
な
り
。
即
ち
雨
国
は
雨
量
二
五
〇
Ｉ
五
〇
〇
ミ
リ
豊
饒

　
　

無
比
な
る
タ
ヂ
ク
の
バ
フ
シ
南
岸
地
気
に
官
７
り
し
な
り
。
’
難
兜
を
Ｄ
ａ
ｒ
d
i
ｓ
t
ａ
ｎ
　
･
漢
代
の
尉
■
Ｓ
≫
＄
Ｊ

　
Ｋ
ａ
ｓ
h
m
i
ｒ
　
Ｐ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
　
Ｋ
ａ
ｂ
ｕ
l
に
雷

　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

　
　

つ
る
は
非
。
大
夏
の
東
南
身
毒
（
大
宛
傅
・
李
廣
利
傅
）
と
混
同
す
可
が
ら
す
）
。
付
、
禍
毒
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
の
南
に
接
綾
す
る
無
雷
國
も
亦

　
　

西
大
月
氏
に
接
す
と
漢
書
は
記
る
す
も
、
無
雷
の
西
は
難
兜
な
れ
ば
疑
は
し
。

⑦

　

六
姓
九
姓
昭
武
の
地
域
に
就
い
て
は
白
鳥
博
士
「
粟
特
國
考
」
第
五
章
に
考
鐙
あ
り
。

⑧

　

朗
侯
の
名
は
烏
孫
康
居
等
の
北
方
民
族
に
麿
々
見
ら
る
Ａ
官
胱
で
あ
る
。
大
月
氏
は
大
夏
の
土
王
等
に
斯
橡
な
臣
下
の
官
胱
を
輿
へ
た
の
で
あ

③

　

其
他
Ｋ
ｕ
ｋ
ｒ
ａ
t
i
d
i
a
.
　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｋ
ａ
ｌ
ａ
ｖ
ａ
t
i
.
　
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｉ
ａ
.
或
は
Ｂ
ａ
ｄ
ａ
ｋ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
の
一
市
と
す
る
諸
睨
あ
る
も
信
を
措
き
難
し
。
（
桑
原
博
士
「
張
驚

　
　

の
遠
征
」
註
七
四
・
七
五
）

⑩

　

後
漢
書
は
貴
霜
王
國
の
建
國
を
、
大
月
氏
の
西
移
後
百
訟
年
と
す
る
。
上
逍
の
如
く
大
月
氏
西
移
は
一
三
三
一
一
二
九
な
れ
ば
、
是
は
西
紀
前

　
　

二
十
年
頃
に
富
り
、
Ｋ
ｕ
ｊ
ｕ
l
a
　
Ｋ
ａ
ｄ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｅ
ｓ

　

の
二
十
歳
の
頃
の
事
で
あ
ら
う
。
魏
略
に
は
「
肺
賓
國
・
大
夏
國
・
路
附
國
・
天
竺
國
皆
井
肩

　
　

大
月
氏
」
と
見
え
る
。
こ
の
大
夏
國
・
大
月
氏
と
貴
霜
國
と
の
異
同
に
就
い
て
は
卑
見
を
有
す
る
も
稽
本
論
の
岐
路
に
亘
れ
ば
今
は
趣
べ
ぬ
。

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ
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八
八
結

語

　

以
上
余
は
、
前
々
世
紀
よ
り
東
洋
史
上
の
重
大
問
題
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
来
り
た
る
月
氏
民
族
の
バ
ク
ト
リ
ア
遷
移
問
題
（
賓
質
的

に
は
寧
ろ
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
移
住
問
題
と
穏
す
る
の
可
た
る
は
上
述
の
如
し
）
に
對
し
、
特
に
地
理
的
年
代
的
方
面
に
限
定
し
、
紙
面

の
許
す
範
園
に
於
て
、
出
来
得
る
限
り
詳
細
な
る
考
瞭
を
加
へ
た
積
り
で
あ
る
。

　

勿
論
こ
の
事
は
自
然
か
の
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｂ
ｏ
ａ
の
地
理
書
に
見
ゆ
る
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｆ
ｃ
ｏ
ｓ
家
よ
り
狽
立
せ
る
希
臓
系
バ
ク
ト
リ
ア
王
國
を
侵
奪
し

た
ス
キ
タ
イ
の
Ａ
ｓ
i
o
i
.
　
Ｐ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
.
　
Ｔ
０
ｋ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
.
　
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｕ
l
e
四
族
中
の
何
れ
を
、
こ
の
漢
史
が
バ
ク
ト
リ
ア
地
方
の
支
配
者
と
し
て

記
せ
し
大
月
氏
と
見
る
や
、
将
又
全
く
求
む
可
が
ら
ざ
る
も
の
と
す

七

か
、
或
又
魏
書
に
見
ゆ
る
大
月
氏
と
こ
の
史
記
漢
書
の
大
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

氏
と
の
異
同
等
の
問
題
に
開
係
を
生
ず
る
も
の
な
る
も
、
是
等
に
就
い
て
は
他
日
稿
を
改
め
て
卑
見
を
開
陳
し
度
い
と
思
ふ
。
（
完
）

　
　

［
第
八
節
註
］

　

①

　

本
問
題
に
闘
す
る
従
来
の
諸
説
は
白
鳥
博
士
「
西
域
史
上
の
新
研
究
四
」
（
東
洋
學
報
三
の
二
）
に
見
る
可
し
。
近
時
の
通
況
（
計
ぎ
一
詑
）
並
に

　
　
　

其
通
説
の
根
擦
の
未
川
頻
り
順
制
部
剛
に
開
し
て
は
羽
田
博
士
「
大
月
氏
及
び
貴
霜
に
就
い
て
」
（
史
學
雑
誌
四
一
の
九
）
の
詳
論
せ
ら
れ
し
處

　
　
　

で
あ
る
(
第
一
節
註
４
所
褐
諸
論
文
參
照
）
。
」
倚
、
月
氏
語
と
謂
ひ
、
或
又
焉
者
砲
茲
語
と
主
張
せ
ら
る
Ｓ
ｌ
吃
語
の
ａ
ｒ
ｓ
i
　
-
ｕ
i
j
f
ふ
語
を
焉

　
　
　

者
王
姓
ａ
ｒ
i
ｕ
ｎ
ａ
に
富
つ
る
は
兎
も
角
穐
茲
王
姓
白
と
結
び
着
け
る
こ
と
（
Ｎ
.
　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
i
日
ａ
｡
　
Ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
t
ｉ
ａ
ｎ
-
ｐ
ｒ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｍ
　
ｏ
ｆ
　
t
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｏ
-

　
　
　

ｃ
ａ
ｕ
ｅ
ａ
　
ｔ
ｏ
ｋ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
藤
岡
博
士
記
念
論
叢
）
は
血
茲
王
姓
が
一
に
帛
と
し
て
寫
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
（
１
　
書
載
記
二
二
・
梁
書
ぬ
茲
傅
・

　
　
　

御
覧
所
引
十
六
國
春
秋
）
に
對
し
狙
さ
ら
に
充
分
の
解
決
を
要
す
べ
く
、
之
等
種
族
問
題
に
重
要
な
る
上
褐
魏
略
の
大
月
氏
及
び
大
夏
國
・
魏

　
　
　

書
記
載
の
冊
敦
（
古
之
貴
霜
翁
侯
所
治
云
々
・
御
覧
所
引
後
魏
書
）
大
月
氏
等
諸
國
と
Ｋ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
と
の
圓
係
其
他
に
就
て
は
今
は
姑
く
之
を
舎
く
。

　

②

　

こ
の
魏
書
に
見
ゆ
る
大
月
氏
に
就
て
は
最
近
松
田
壽
男
學
士
「
寄
多
羅
月
氏
に
就
い
て
の
考
」
（
國
史
學
三
一
こ
な
る
論
考
が
あ
る
。

-－５


